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佐
野
良
弘
さ
ん（
福
知
山
市
）

お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

第
25
回
通
常
総
代
会
開
催

第
25
回
通
常
総
代
会
開
催

第
25
回
通
常
総
代
会
開
催

　

議
案
の
審
議
に
先
立
ち
「
平
成
22
年

度
中
丹
農
業
共
済
組
合
長
表
彰
」
の
授

与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
『
組
織
の
部
』
で
は
、
長
年
共
済
部

長
を
務
め
ら
れ
た
佐
野
良
弘
さ
ん
に
、

『
建
物
共
済
の
部
』
で
は
、
集
落
内
の

加
入
実
績
が
卓
越
し
た
三
和
町
千
束
地

区
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

組
織
の
部

三
和
町
千
束
地
区（
福
知
山
市
）

建
物
共
済
の
部

写
真
は
共
済
部
長
の
細
見
和
巳
さ
ん

　

第
25
回
通
常
総
代
会
が
総
代
１
０
６
名
中
１
０
３
名
の
出
席（
書
面
出
席
含
む
）を
得

て
、
５
月
28
日
綾
部
市
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
、
福
知
山
市
の
荒
木
正
典
総
代
が
選
出
さ
れ
、
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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議
長
の

　
荒
木
　
正
典
　

総
代

議
長
の

　
荒
木
　
正
典
　

総
代

総
代
会
成
立
を
宣
言
す
る

　
田
中
　
敬
夫
　

組
合
長

総
代
会
成
立
を
宣
言
す
る

　
田
中
　
敬
夫
　

組
合
長

第
１
号
議
案　

平
成
22
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
並
び
に
剰
余
金
処
分
（
不
足
金
処

理
）
案
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

総
共
済
金
額
実
績　
　

３
０
５
億
３
９
９
１
万
円

　
　
　
　
　
　
　

業
務
収
支
決
算
額　
　
　
　

１
億
３
０
８
０
万
円

第
２
号
議
案　

平
成
23
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算（
案
）の
承

認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

総
共
済
金
額
計
画　
　
　
　
　
　
　

３
３
５
億
円

　
　
　
　
　
　
　

業
務
収
支
予
算
額　
　
　
　

１
億
２
７
３
６
万
円

第
３
号
議
案　

平
成
23
年
度
事
務
費
賦
課
金
の
額
及
び
徴
収
方
法
の

承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

水
稲　
　
　
　
　
　

１
ア
ー
ル
当
り　
　

３
５
円

　
　
　
　
　
　
　

麦　
　
　
　
　
　
　

１
ア
ー
ル
当
り　
　

２
０
円

　
　
　
　
　
　
　

乳
用
牛
・
肉
用
牛　

１
頭
当
り　
　
　

８
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

大
豆
Ⅰ
類　
　
　
　

１
ア
ー
ル
当
り　
　

１
０
円

　
　
　
　
　
　
　

大
豆
Ⅱ
類　
　
　
　

１
ア
ー
ル
当
り　
　

６
０
円

　
　
　
　
　
　
　

小
豆　
　
　
　
　
　

１
ア
ー
ル
当
り　
　

３
０
円

　
　
　
　
　
　
　

茶　
　
　

共
済
金
額
１
万
円
当
り　
　
　

４
５
円

　
　
　
　
　
　
　

ガ
ラ
ス
室
Ⅰ
・
Ⅱ
類　
１
㎡
当
り　
　
　
　
　

３
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
棟
当
り　
　
　

６
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
Ⅲ
・
Ⅳ
・
Ⅴ
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
㎡
当
り　
　
　
　
　

３
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
棟
当
り　
　
　

６
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅵ
・
Ⅶ
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
㎡
当
り　
　
　
　
　

３
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
棟
当
り　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

◎
共
済
掛
金
と
同
時
に
徴
収
す
る

第
４
号
議
案　

役
員
報
酬
及
び
損
害
評
価
会
委
員
、
共
済
部
長
、
損

害
評
価
員
の
報
酬
額
の
承
認
に
つ
い
て

　

役
員
報
酬　
　
　
　
　
　

５
５
７
万
４
千
円
以
内

　

損
害
評
価
会
委
員　
　
　
　
　
　

２
９
万
円
以
内

　

共
済
部
長　
　
　
　
　
　

２
７
９
万
２
千
円
以
内

　

損
害
評
価
員　
　
　
　
　

６
１
１
万
５
千
円
以
内

第
５
号
議
案　

特
別
積
立
金
の
取
り
崩
し
承
認
に
つ
い
て

　

総
額　
　
　
　
　
　

５
１
１
万
９
９
６
２
円
以
内

　

水
稲
損
防
事
業　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円
以
内

　

水
稲
無
事
戻
し
金　

３
１
１
万
９
９
６
２
円
以
内

第
６
号
議
案　

平
成
23
年
度
無
事
戻
し
金
の
支
払
承
認
に
つ
い
て

　

水
稲
共
済

　
　

対
象
者　
　
　
　
　
　
　
　　
４
，２
３
１
人

　
　

交
付
金
額　
　
　
　
　

４
，１
５
９
，９
４
９
円

　

園
芸
施
設
共
済　
　
　

　
　

対
象
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
人

　
　

交
付
金
額　
　

連
合
会
か
ら
交
付
を
受
け
た
額

第
７
号
議
案　

平
成
23
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
額
、
そ
の
方
法
、

利
息
の
定
率
及
び
償
還
方
法
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
，０
０
０
，０
０
０
円
以
内

第
８
号
議
案　

平
成
23
年
度
余
裕
金
の
預
入
先
金
融
機
関
指
定
の
承

認
に
つ
い
て

京
都
農
業
協
同
組
合
、
京
都
丹
の
国
農
業
協
同
組

合
、
京
都
北
都
信
用
金
庫
、
京
都
銀
行
、
京
都
府

信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

第
９
号
議
案　

理
事
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

理
事　

馬
場　

俊
一　
（
舞
鶴
市
）

第
10
号
議
案　

損
害
評
価
会
委
員
の
承
認
に
つ
い
て

附 

帯 

決 

議　

１
．
議
決
事
項
に
修
正
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
組
合

　

長
に
一
任

２
．
事
業
計
画
、
収
支
予
算
に
変
更
の
必
要
が
生
じ

た
場
合
理
事
会
に
一
任

３
．
損
害
評
価
会
委
員
の
任
期
中
の
異
動
、
欠
員
の

補
充
に
よ
る
選
任
は
理
事
会
に
一
任

提
出
さ
れ
た
議
案

提
出
さ
れ
た
議
案
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◆引受実績及び計画

区     分 単位 22 年 度
引受実績

23 年 度
引受計画

共済金額
（千円）

農作物
共　済

家  畜
共  済

畑作物
共　済

園　芸
施　設
共　済

任　意
共　済

Ⅱ 類
Ⅱ 類
Ⅳ 類
Ⅴ 類
Ⅵ 類

水 稲
麦（一 筆 方 式）
麦（災害収入方式）
成 乳 牛
育 成 乳 牛
乳 牛 子 牛 等
肥 育 用 成 牛
肥 育 用 子 牛
そ の 他 肉 用 成 牛
そ の 他 肉 用 子 牛 等
大豆（半相殺方式）
大豆（一 筆 方 式）
小 豆

茶

建 物
農 機 具

ガラス室

プ　ラ　ス
チ　ッ　ク
ハ　ウ　ス

ａ
ａ
ａ
頭
頭
頭
頭
頭
頭
頭
ａ
ａ
ａ
ａ
棟
棟
棟
棟
棟
棟
台

376,675
2 ,032
7 ,994
1 ,044
83
52
2
0

205
233
64
745
4 ,531
541
0

417
2
4
2

3 ,696
805

372,000
2,040
8,000
1,050
90
55
0
0

215
250
100

1,100
6,000
620
0

540
2
5
3

4,100
1,060

2,597,646
1,014
6,786

121,800
5,580
880
0
0

24,725
10,500
985

8,472
32,374
10,542

0
110,200

900
4,500
500

28,050,000
2,550,000
33,537,404合　計

《平成23年度　事業計画》

総共済金額　335億円を目標に

　
第
25
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
任
期
満
了
に
伴
う

損
害
評
価
会
委
員
36
名
の
選
出
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
３
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

堀

江

正

利

三
ツ
井　

貞　

明

早

川
　

守

細

谷

正

弘

杉

山

元

明

菊

田

哲

夫

細

見

義

明

衣

川

敏

郎

足

立

浩

三

髙

橋

良

明

新

井

春

男

井

田

光

彦

西

岡

正

則

岸

本

章

三

植

田

敏

昭

長

澤

勝

美

中

田

義

孝

田

中
　

晃

森

下

義

美

和
佐
谷　
　
　

寛

材

木

政

義

山

﨑

俊

邦

南
　

範

男

《
福
知
山
市
》

《
綾
　

部
　

市
》

《
舞
　

鶴
　

市
》

農
家
代
表

関
係
機
関
代
表

京
都
府
中
丹
広
域
振
興
局

福
知
山
市
役
所

綾
部
市
役
所

舞
鶴
市
役
所

京
都
農
業
協
同
組
合

京
都
丹
の
国
農
業
協
同
組
合

京
都
丹
の
国
農
業
協
同
組
合

京
都
丹
の
国
農
業
協
同
組
合

京
都
丹
の
国
農
業
協
同
組
合

中
丹
農
業
共
済
組
合

吉　

野　

育　

秀

中　

村　

尊　

弘

坂　

根　

博　

之

中　

井　

哲　

也

久　

富　

弘　

明

荒　

堀　

英　

明

山　

本　

美　

樹

林　
　
　

浩　

二

栢　

分　

良　

明

奈
良
井　

文　

昭

京
都
府
中
丹
西

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

衣　

川　

昌　

宏

京
都
府
中
丹
東

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

村　

松　
　
　

功

（損害評価会委員とは）

損害評価会を構成し、引受や損害評価のため
の調査を行います。また、組合からの諮問に
応じ、掛金率の設定や支払共済金に係る損害
高の認定について、審議・答申します。

新新新
損
害
評
価
会
委
員
の
み
な
さ
ん

損
害
評
価
会
委
員
の
み
な
さ
ん

損
害
評
価
会
委
員
の
み
な
さ
ん

京
都
府
中
丹

家
畜
保
健
衛
生
所

西　

野　
　
　

洋
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ご好評いただき、今回で 21回目を迎えますNOSAI 旅行のご案内です。
今年は国内２コースを計画いたしました。
各コースとも人気のため、お申し込みはお早めに ! （NOSAI中丹　℡0773－42－8800まで）

九州新幹線で行く・南九州満喫の旅
(鹿児島・熊本)２泊３日の旅

●旅行代金/

●旅行期間/

●募集人員/各班　40名（最小催行人員35名）
●申込締切日/平成23年９月16日（金）

82 ,000円82 ,000円82 ,000円

１班：平成23年11月13日（日）～15日（火）
２班：平成23年11月27日（日）～29日（火）

日次 旅行行程・主な見どころ

１

２

３

中丹各地＝JR新神戸駅⇒[九州新幹線さくら]⇒JR鹿児島中央駅＝
知覧武家屋敷郡＝知覧特攻平和会館 ほか＝指宿温泉（泊）
ホテル＝JR西大山駅（本土最南端の駅）＝長崎鼻＝JR指宿駅⇒
[指宿たまて箱号]⇒JR鹿児島中央駅＝市内観光＝セイカ食品
工場見学＝維新ふるさと館＝西郷隆盛像＝城山展望台＝人吉温泉（泊）
旅館＝国宝・青井阿蘇神社＝釜田醸造所＝通潤橋（放水見学）～
やまなみハイウェイ～阿蘇草千里＝熊空港⇒[航空機]⇒伊丹空港＝
中丹各地

●募集人員/40名（最小催行人員35名）
●申込締切日/平成23年８月19日（金）

●旅行期間/１班：平成23年10月2日（日）～4日（火）

日次 旅行行程・主な見どころ

１

２

３

中丹各地＝【高速】＝松本市内（旧開智学校･松城見学）＝
戸倉上山田温泉（泊）

旅館＝穂高神社（話題のパワースポット）＝大王わさび農場＝酒蔵
見学＝安曇野スイス村＝味噌蔵見学＝上高地＝平湯温泉（泊）

旅館＝高山 古い町並み散策（食べ歩きクーポン付）＝世界遺産
「白川郷」散策～白山スーパー林道～【高速】＝中丹各地

上記２コースの旅行には1,000万円（掛金5,420円相当）の火災共済（１年間）が含まれています。

平成23年度

大人お一人様

旅行企画・実施　日本旅行　福知山支店

ＮＯＳＡＩ旅行のご案内ＮＯＳＡＩ旅行のご案内

乗り換えなしの新型新幹線「さくら」と「たまて箱号」で巡る鹿児島

NHK朝ドラ「おひさま」の舞台　安曇野と飛騨高山・白川郷、
秋の上高地の絶景を満喫！

２泊とも二人部屋を
ご用意いたします

長崎鼻長崎鼻

国宝･青井阿蘇神社

通潤橋通潤橋

たまて箱号

信州安曇野から上高地、
　　飛騨高山・白川郷を巡る
　　　　　　　　　　　　　　　２泊３日の旅

●旅行代金/ 48 ,000円48 ,000円48 ,000円大人お一人様

大王わさび農場大王わさび農場

高山高山

上高地上高地

さくら

２泊とも二人部屋を
ご用意いたします

松本城松本城

白川郷白川郷
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すすままててっっ張張頑頑

福知山市三和町菟原中

高橋あけみさん

①氏名　年齢

　岩崎　茂治さん　63歳
②集落名
　綾部市　大町
③趣　味
　道具いじり
④座右の銘（好きな言葉）
　「自然体」
⑤生きがい（楽しみ）
　季節の移ろいを身体で感じながら仕事（農業）ができること
⑥NOSAI中丹への要望ほか
　水稲共済細目書の管理が行き届いているため、
農家ごとの水田と作物の状況が把握出来るので有
り難い。

　NOSAI中丹と組合員さんを結ぶパ
イプ役として、日々ご尽力頂いており
ます「共済部長さん」を紹介します。お世話になってますお世話になってます

　「農業は手を加えると応えてくれるところが、子育てに
良く似ている」と語るのは、福知山市三和町の高橋あけ
みさん(57歳)。
　ハウス4棟のいちごと、山の斜面を利用した27aのぶ
どうを柱とした農業経営をしています。どちらも作り始
めてから10年以上経過しましたが、当初は結果が思うよ
うに出ず苦労の連続でした。
　それでも、「今まで続けてこられたのは、家族はもちろ
ん親戚や周りの大勢の人に支えて貰っているおかげ」と
感謝の気持ちを忘れません。
　いちごやぶどうは地域の朝市で販売していますが、と
ても評判がよく人気商品となっています。「楽しみに待っ
てくれる人がいるからこそ大変な作業も頑張れる。『おい
しい』と言ってもらえることが一番の喜びです。」また、「い
つかは自分の作ったいちごを、お腹一杯食べてみたい｣と
農を生業とする農家ならではの心情が、笑顔の中に漂い
ます。

いわさき　　しげはる
①氏名　年齢

　大橋　專二さん　70歳
②集落名
　舞鶴市　中山
③趣　味
　ラジオを聴くこと
④座右の銘（好きな言葉）
　「愛」
⑤生きがい（楽しみ）
　阪神タイガースの応援
⑥NOSAI中丹への要望ほか
　会議等で、理解しやすい説明をされるので
助かる。

おおはし　　せん　じ
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編
記 集
後

ヒント【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
一
定
料
金
で
食
べ
放
題
の
○
○
○
○
○

料
理
。

②
○
○
○
ス
カ
ッ
シ
ュ
、○
○
○
テ
ィ
ー
。

③
近
年
水
稲
の
獣
害
と
い
え
ば
、
猪
と
○

○
が
大
半
で
す
。

④
中
国
最
大
の
川
、
中
国
で
は
「
長
江
」

と
も
呼
び
ま
す
。

⑧
土
地
と
土
地
と
の
区
切
り
、
境
界
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
一
般
的
に
は「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」と
言
い
ま
す
。

⑤
サ
ト
○
○
、
ナ
ガ
○
○
、
ツ
ク
ネ
○
○
。

⑥
雌
牛
、
乳
牛
の
こ
と
。

⑦
試
合
に「
１
対
０
」の
○
○
○
で
負
け
る
。

⑨
絹
の
原
料
「
繭
」
を
つ
く
り
ま
す
。

⑩
抽
象
的
の
対
義
語
は
○
○
○
的
。

★
応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
と
住
所
･
氏
名
･
年

齢
･
電
話
番
号
･
ご
意
見（
声
）を
書

い
て
お
送
り
下
さ
い
。

★
あ
て
先　

〒
６
２
９-

１
２
６
４

　

綾
部
市
西
原
町
懸
石
８
番
地

　

ノ
ー
サ
イ
中
丹

　
　
「
ち
ょ
っ
と
一
服
」
係

★
し
め
き
り
　
７
月
８
日

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
皆

様
に
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

★
前
号
の
答
え
　『
そ
う
し
ゅ
ん
』

★
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

細
見　

和
子
（
福
知
山
市
）

　

塩
見　

裕
子
（
福
知
山
市
）

　

足
立　

宮
子
（
福
知
山
市
）

　

谷
井　

源
一
（
福
知
山
市
）

　

水
谷　

谷
水
（
福
知
山
市
）

　

吉
崎　

節
子
（
綾
部
市
）

　

井
上　

澄
子
（
綾
部
市
）

　

松
原　

文
彦
（
綾
部
市
）

　

田
中
紀
代
子
（
舞
鶴
市
）

　

松
栄
小
夜
子
（
舞
鶴
市
）

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
解
き
、
二
重

マ
ス
の
文
字
を
並
べ
か
え
て
、

言
葉
を
作
っ
て
下
さ
い
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
解
き
、
二
重

マ
ス
の
文
字
を
並
べ
か
え
て
、

言
葉
を
作
っ
て
下
さ
い
。

こ
の
前
線
が
停
滞
す
る
と
、
う
っ

と
お
し
い
空
模
様
が
続
き
ま
す
。

1 2 4

9

5 6

7 8

　

東
日
本
大
震
災

に
よ
る
原
発
事
故

の
影
響
で
、
節
電

が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
家
庭
や
職
場
で
徹
底
し

た
省
エ
ネ
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
Ｈ
）

ち
ょ
っ
と
一
服

3

　「
一
昨
年
の
定
年
退
職
を
機
に
、

第
二
の
人
生
を
専
業
農
家
と
し
て
ス

タ
ー
ト
、
今
で
は
水
稲
４
ha
、
野
菜

25
ａ
を
家
内
と
一
緒
に
作
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
佐
藤
さ
ん
一
家
は
、
３

世
代
同
居
の
ご
家
族
で
す
。

　
武
司
さ
ん
夫
婦
と
お
孫
さ
ん
は

「
離
れ
」
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、

休
日
は
母
屋
で
一
緒
に
食
卓
を
囲
み

ま
す
。
４
人
の
お
孫
さ
ん
は
食
べ
盛

り
の
年
頃
で
、
お
米
は
も
ち
ろ
ん
加

代
子
さ
ん
が
作
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
や
キ

ャ
ベ
ツ
な
ど
の
野
菜
も
大
好
物
、
ワ

イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
賑
や
か
な
食
事

風
景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

田
植
え
や
秋
の
収
穫
を
終
え
た
時
な

ど
区
切
り
の
度
に
、
全
員
で
焼
肉
な

ど
の
外
食
に
出
掛
け
る
の
が
、
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

　「
稲
作
を
少
し
で
も
増
や
そ
う
と

し
た
の
は
、
圃
場
整
備
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
参
加
し
十
数
年
か
か
っ
て
完

成
し
た
圃
場
に
、
時
代
の
流
れ
で
耕

作
を
放
棄
す
る
田
が
目
立
ち
始
め

た
。
荒
廃
を
防
ぎ
大
切
な
農
地
を
次

代
へ
引
継
ぐ
べ
く
、
微
力
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
日
焼
け
し

た
忠
司
さ
ん
の
顔
が
輝
き
ま
す
。

声声声

写
真
前
列
右
か
ら

　

孫　
　
　

　
遥
　
　（
７
歳
）

　

孫　
　
　

直
　
人
く
　

　
ん（
５
歳
）

　

孫　
　
　

健
　
太
く
　

　
ん（
９
歳
）

　

愛
犬　
　

ク
　
ー
　（
６
歳
）

写
真
後
列
右
か
ら

　

妻　
　
　

加
代
子
さ
　

　
ん（
59
歳
）

　
長
男
の
嫁　

江
三
子
さ
　

　
ん（
38
歳
）

　

長
男　
　

武
　
司
さ
　

　
ん（
35
歳
）

　

孫　
　
　

紗
　
花
　（
３
歳
）

　

本
人　
　

忠
　
司
さ
　

　
ん（
62
歳
）

　
　

は
る
か

　

な
お　
　
　

と

　

け
ん　
　
　

た

　

か　

よ　

こ

　

え　

み　

こ

　

た
け　
　
　

し

　

さ
や　
　
　

か

　

た
だ　
　
　

し

表 紙 の 顔表 紙 の 顔

住所：舞鶴市　桑飼上（上村）住所：舞鶴市　桑飼上（上村）

さとうさとうさとう ただしただしただし

佐藤　忠司さん一家佐藤　忠司さん一家佐藤　忠司さん一家

大震災で大変なこの春も桜がきれいに咲きまし
た。日本中が力を合わせて、一日も早い復興を
心からお祈りしています。

福知山市　片岡きよ子さん

４世代１０人家族の表紙を見て本当に微笑ましく、
また、羨ましく感じました。昔、当たり前だったこ
の形態が、今は宝物に思えます。

　　綾部市　坂本照美さん

雪にいじめられていた野山の木々も、春風にさそ
われて芽を吹き始め、新緑の季節の到来も間近
ですね。　　　　　　福知山市　藤田ミエ子さん

“春は名のみの…”厳しい寒さの冬も終わり、つ
くしやふきのとうが芽を出し、暖かい春の訪れと
ともに、我が家の庭の紅梅も一つ、二つと咲き
始めました。毎年この時期、紅梅を見ると、気
持ちも「ほっ」と暖かくなります。

舞鶴市　芦田　春美さん

村
上
　
大
樹
（
綾
部
市
出
身
）

　
《
第
二
事
業
課
園
芸
任
意
係
》

（
四
月
一
日
採
用
）

新
採
職
員
の
紹
介

10


